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研究要旨 2020 年以上の COVID-19 流行下となった岐阜県における、2021 年の脳卒中急性期医療提供

体制を検証した結果、第 4, 5 波の最中においても一般診療体制は維持されていた。また、対象施設での

重症脳卒中治療総数は COVID-19 の流行下でも減少傾向は見られず、特に迅速かつ濃厚な治療を要

する重症脳卒中に対する適切な救急搬送、診療連携体制が機能していることが示唆された。 

Ａ．研究目的 

 人口約 200 万人、5 つの二次医療圏からなる岐

阜県において、2020 年 2 月以降今もなお流行中で

ある、新型コロナウイルス 感染症（COVID-19）が、

脳卒中の急性期診療体制に及ぼす影響について、

昨年度に引き続き検証した。 

Ｂ．研究方法 

 岐阜県の5つの二次医療圏（岐阜、西濃、中濃、東

濃、飛騨）の脳卒中急性期診療担当病院のうち、日

本脳卒中学会の「急性期連携医療プロジェクト」に

参加し、アンケート調査への協力が得られた施設は

8施設であり、そのうち、2021年中を通じ経時的症例

数報告があった施設は5施設、医療圏別では、岐阜

4, 中濃1施設であった。このため、今年度は岐阜県

岐阜・中濃医療圏におけるCOVID-19流行下の脳

卒中診療体制（一般外来、脳卒中救急入院、予定

外科手術、緊急外科手術、予定血管内治療、緊急

血管内治療）への影響を後方視的に調査した。加え

て、岐阜県下におけるCOVID-19患者発生数と各脳

卒中病型入院数、アルテプラーゼ（t-PA）静注療法

施 行 数 、 経 皮 的 血 栓 回 収 術 (mechanical 

thrombectomy: MT）施行数との関連を調査した。 

（倫理面への配慮） 

 調査項目は患者数と各施設の診療体制のみに限

定しており、個人情報は含まれておらず倫理的配

慮は必要としない。 

Ｃ．研究結果 

 一般外来診療については、いずれの施設におい

ても 2021 年を通じ大きな影響は見られなかった。

いわゆる第 4 波（2021 年 4-5 月）、第 5 波（8-10

月）の最中には、一部の診療機関で予定外科手

術、緊急外科手術、予定血管内治療、緊急血管内

治療への軽度（平常時の 70-99%に制限）または中

等度（同 30-69%に制限）の影響が報告された。 

脳卒中病型別では、COVID-19 流行下（第 5、6

波期間）に脳梗塞治療総数の約 10%の減少が見ら

れた一方（非流行期平均 86 例 vs. 流行期 77

例）、対象 5 施設での脳出血（ICH）およびくも膜下

出血（SAH）症例数、t-PA 静注療法、MT施行総数

の増減と、COVID-19 の流行との間に相関は見ら

れなかった。 

Ｄ. 考察 

一般診療体制は 2020 年以上の COVID-19 流行

下においても維持されていたことがわかり、COVID-

19 流行下での外来診療体制が確立されたことが示

唆された。今回報告のあった 5 施設はいずれも血

栓回収や緊急脳神経外科手術が行え、また

COVID-19 症例の入院治療を行っている施設であ

る。これらの施設の合計では、COVID-19 流行下に

おいて脳梗塞治療総数は第 4 波、5 波のピーク時

に減少傾向が見られたものの、ICH, SAH といった

出血性脳卒中総数、t-PA 静注療法やMTを必要

とする重症脳梗塞治療総数はピーク時にも維持さ

れていた。施設によっては流行期に外科手術、血

管内手術への影響も報告されたものの、適切な救

急搬送、診療連携体制が機能した結果、高次診療

機関における重症例治療総数が維持されているも

のと考えられた。 

Ｅ．結論 

 岐阜県において、COVID-19 流行下の一般診療

体制は確立され、また重症脳卒中の治療総数は変

化しておらず、適切な搬送、診療連携体制が機能

しているものと考えられた。 
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